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(注)下線は岡山県の排出量
(2013年度比)を示す。

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
(2
01
3年
度
比
)

地球温暖化対策の取組をさらに進めるため、再生可能エネルギーの導入促進や省エネル
ギーの推進のほか、脱炭素社会に向けたライフスタイルの定着、森林保全等による吸収源対
策などに取り組むとともに、気候変動影響の被害を回避・軽減する適応策についても、具体
的な取組につなげていくための検討や調整を進めます。

■温室効果ガス排出量の推移 ■二酸化炭素排出量の構成比（2022年度（速報値）））

2022年度（速報値）における温室効果ガス排出量を

2013年度と比べると、全国が19.4%減少、岡山県は

19.3%減少しています。

二酸化炭素排出量の部門別構成比を全国と比較する

と、岡山県は産業部門の占める割合が際立って大きい

ことが分かります。

基本
目標
基本
目標

II
気
候
変
動
対
策

（
緩
和
・
適
応
）の
推
進

　県は令和２（2020）年に「2050年カーボンニュートラル」を宣言し、「岡山県地球温
暖化対策実行計画」に掲げる目標達成に向け、太陽光発電などの再生可能エネルギーの
導入促進や脱炭素社会の構築に向けた取組を進めています。
　温室効果ガス排出量を削減するため、県民や事業者などすべての主体が、気候変動
（地球温暖化）の問題を自分のこととして考え、行動していくことが重要です。

現状と
課題

産業産業
61%61%家庭家庭

7%7%

業務業務
6%6%

運輸運輸
9%9%

エネルギー転換エネルギー転換
13%13%

工業プロセス工業プロセス
3%3%

廃棄物廃棄物
1%1%

岡山県
4,080
万t-CO2

産業産業
34%34%

家庭家庭
15%15%

業務業務
17%17%

運輸運輸
19%19%

エネルギー転換エネルギー転換
8%8%

工業プロセス工業プロセス
4%4%

廃棄物廃棄物

全国
1,064
百万t-CO2

3%3%
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岡山空港太陽光発電所
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策定時 現況
努力
目標
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策定時 現況
努力
目標

令和６（2024）年度末現在、県内に設置された太陽光発電
総設備容量は、2,511MWとなっています。
今後、自然環境や景観に配慮し、安全な導入が進むよう
取組を推進します。

環境に配慮した自動車運転「エコドライブ」を推進するた
め、エコドライブに積極的に取り組むことを宣言する「エコ
ドライブ宣言者」を募集し、宣言者を登録しています。
令和６（2024）年度は、805名を「エコドライブ宣言者」と
して登録しました。

事業者の自主的な取組を推進するため、県内で一定量以
上の温室効果ガスを排出する事業者（特定事業者）の排出量
を、県で公表しています。
令和６（2024）年度は、省エネアドバイザーの派遣による
省エネ診断、省エネ事例集の作成、Webオンラインセミナー
を実施し、事業者の省エネの取組を支援しました。

令和６（2024）年度は、事業者向けにEV等の車両や充電
設備の補助を行ったほか、試乗会の開催や専用Webサイト
の開設などに取り組みました。
引き続き、これらの取組を通じ、EV等の普及を促進します。

＊電気自動車（EV）、プラグインハイブリッド自動車（PHEV）、燃料電池自動車（FCV）
県内に設置された太陽光発電総設備容量指標

電気自動車等の普及台数指標

特定事業者の温室効果ガス排出量指標

エコドライブ宣言者数指標

エコドライブ宣言者には
「エコドライブステッカー」
を進呈しています。

岡山県　エコドライブ

岡山県　電気自動車

岡山県　温室効果ガス排出量

主な重点プログラムの進捗状況主な重点プログラムの進捗状況

太陽光発電の導入促進 電気自動車等＊の普及促進

エコドライブの推進

温室効果ガス排出量算定・報告・
公表制度による排出量の削減
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ごみ総排出量 1人1日当たりのごみ総排出量（全国値） 1人1日当たりのごみ総排出量（岡山県）

(備考) リサイクル率＝（直接資源化量＋中間処理後資源化量＋集団回収量）÷（ごみ処理量＋集団回収量）×100

資源化量（集団回収量を含む） 最終処分量 リサイクル率

780

702 698 688 695 677 697
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排出量 最終処分量 リサイクル率

循
環
型
社
会
の
形
成

資源循環等により環境への負荷を可能な限り抑える”循環型社会”の形成に向け、キャンペー
ン等を通じた意識の醸成や実践行動への働きかけ、３Ｒの促進、廃棄物の適正処理の推進な
どに取り組むほか、災害時の廃棄物処理が円滑に行えるよう、地域ごとの体制づくりを支援
する取組を進めます。

県内の一般廃棄物（ごみ）と産業廃棄物の発生・処理状況です。
ごみの排出量は減少傾向（左上）にあり、埋立処分量も再資源化
が進んだことにより減少（左下）しています。産業廃棄物の排出
量や最終処分量は、近年横ばい傾向ですが、リサイクル率は緩
やかな上昇傾向にあります（右上）。

■ごみ総排出量と1人1日当たりのごみ排出量の推移 ■県内の産業廃棄物の発生及び処理状況

基本
目標
基本
目標

ⅡⅡ

県では、岡山県循環型社会形成推進条例や岡山県廃棄物処理計画に基づき、循環型社
会の形成に向けた取組を進めており、取組の成果として、廃棄物の排出抑制・再資源化
率が向上しています。
今後は、食品ロスの削減や海ごみ対策などの新たな課題にも取り組み、廃棄物の発生

抑制や資源の循環利用を促進し、環境負荷を低減する循環型社会に転換していくことが
必要です。

現状と
課題
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ⓒ岡山県「ももっち・うらっち」

環境省提供

特定建設資材の分別

96.3%

96.9% 97.0%

H30
(2018)

R5
(2023)

R6
(2024)

策定時 現況
努力
目標

441件

579件

470件

R元
(2019)

R6
(2024)

R6
(2024)

策定時 現況
努力
目標

95.6% 95.7%

96.0%

H30
(2018)

R5
(2023)

R6
(2024)

策定時 現況
努力
目標

循環資源マッチングシステムの
利用促進

循環資源マッチングシステムにより、インターネット上
で循環資源の提供者と利用者のマッチング（あっせん）を行
い、循環資源の有効活用の促進に取り組んでいます。
循環型社会実現に向け、引き続きシステムの利用を促進
するとともに、プラスチック３Rや食品ロスの削減を推進し
ます。

一般廃棄物の３Ｒの推進

一般廃棄物（ごみ）の排出量は、多少の増減を繰り返しな
がらも減少傾向にあり、再資源化の取組が進んだことから
埋立処分量も平成13（2001）年度以降減少が続いています。
引き続き、一般廃棄物のリサイクルの推進に向けて、制
度の周知などに取り組みます。

一般廃棄物の排出抑制・資源化率指標

産業廃棄物の排出抑制・資源化率指標

海ごみ対策の推進
瀬戸内海のごみの多くは、内陸部で発生したごみが、河
川や用水路などを通じて流入する生活系のごみです。
市町村や経済団体等と連携し、県内一丸となった海ごみ
対策を推進しているほか、瀬戸内沿岸４県（岡山県、広島県、
香川県、愛媛県）と日本財団で構成する「瀬戸内オーシャン
ズX」においても、調査研究や地域連携など様々な角度から
海ごみ対策に取り組んでいます。

産業廃棄物の３Ｒの推進
近年、県内の産業廃棄物の排出量や最終処分量は横ばい、
再資源化率は緩やかな上昇傾向にあります。
引き続き、産業廃棄物の適正処理及び３Ｒの推進に向け
て、排出事業者や関係事業者への指導・助言、制度の周知
などに取り組みます。

令和２（2020）年12月、
瀬戸内４県と日本財団
で瀬戸内オーシャンズ
Ｘの協定を締結

プラスチックごみが、紫外
線や波の力で壊れて、５
mm以下まで細かくなった
ものを「マイクロプラスチッ
ク」と言います。環境への影
響が懸念されており、様々
な調査研究が進められてい
ます。

「食品ロス」を減らす
ため、「もったいな
い」という気持ちを
大切に、1人ひとり
ができることから始
めよう！

主な重点プログラムの進捗状況主な重点プログラムの進捗状況

循環資源登録数指標

ごみ総排出量 1人1日当たりのごみ総排出量（全国値） 1人1日当たりのごみ総排出量（岡山県）

(備考) リサイクル率＝（直接資源化量＋中間処理後資源化量＋集団回収量）÷（ごみ処理量＋集団回収量）×100
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成

資源循環等により環境への負荷を可能な限り抑える”循環型社会”の形成に向け、キャンペー
ン等を通じた意識の醸成や実践行動への働きかけ、３Ｒの促進、廃棄物の適正処理の推進な
どに取り組むほか、災害時の廃棄物処理が円滑に行えるよう、地域ごとの体制づくりを支援
する取組を進めます。

県内の一般廃棄物（ごみ）と産業廃棄物の発生・処理状況です。
ごみの排出量は減少傾向（左上）にあり、埋立処分量も再資源化
が進んだことにより減少（左下）しています。産業廃棄物の排出
量や最終処分量は、近年横ばい傾向ですが、リサイクル率は緩
やかな上昇傾向にあります（右上）。

■ごみ総排出量と1人1日当たりのごみ排出量の推移 ■県内の産業廃棄物の発生及び処理状況
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基本
目標

ⅡⅡ

県では、岡山県循環型社会形成推進条例や岡山県廃棄物処理計画に基づき、循環型社
会の形成に向けた取組を進めており、取組の成果として、廃棄物の排出抑制・再資源化
率が向上しています。
今後は、食品ロスの削減や海ごみ対策などの新たな課題にも取り組み、廃棄物の発生

抑制や資源の循環利用を促進し、環境負荷を低減する循環型社会に転換していくことが
必要です。

現状と
課題

おかやま環境レポート2025
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大気環境を保全するため、工場・事業場の指導をはじめ、PM2.5対策、騒音・振動・悪臭
の防止、アスベストやダイオキシン類などの有害化学物質による環境汚染防止、環境放射線
の監視など、様々な対策を講じます。

■光化学オキシダント濃度（指標※）の推移 ■微小粒子状物質（ＰＭ2.5）濃度の推移

安
全
・
安
心
な
生
活

環
境
の
保
全
と
創
出
①

基本
目標
基本
目標

ⅢⅢ

※光化学オキシダントの環境改善効果を適切に示すための指標（光化学オキシダント
濃度８時間値の日最高値の年間99％タイル値の３年平均値（当該年度を含む過去3
年間の値から算出））

県内の大気環境の状況は、硫黄酸化物や窒素酸化物など、代表的な大気汚染物質は環
境基準を達成していますが、光化学オキシダントや微小粒子状物質（PM2.5）は、環境
基準が未達成又は継続的な達成までには至っていない状況です。これに対し、県ではメー
ル配信による情報提供や、稲わら等の野焼きを減らす取組を進めていますが、これまで
の取組と併せてなお一層の推進が必要です。
また、有害化学物質による環境汚染や人への影響を防ぐため、環境中の存在状況の把

握や排出量の削減などが必要です。

現状と
課題
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98.0％

100％ 100％

R元
(2019)

R6
(2024)

R6
(2024)

策定時 現況
努力
目標

55.7％

96.3％

85％

R元
(2019)

R6
(2024)

R6
(2024)

策定時 現況
努力
目標

16,894人

22,147人 22,000人

R元
(2019)

R6
(2024)

R6
(2024)

策定時 現況
努力
目標

93％ 94％

100％

R元
(2019)

R6
(2024)

R6
(2024)

策定時 現況
努力
目標

晴れの国ブルースカイ事業

岡山県　光化学オキシダント

工場・事業場対策の推進
（大気環境の保全）

法・条例に基づき、ばい煙発生施設等を設置する工場・
事業場への立入検査を行い、施設の設置状況や排ガスの濃
度検査を行っています。
検査の結果、法令違反が確認された場合は、厳正な指導
を行っています。

工場・事業場の排ガス等基準適合率指標

微小粒子状物質（PM2.5）
対策の推進

県内におけるPM2.5の発生原因の一つである秋期の稲わ
らの野焼きを減少させるため、令和２（2020）年度から「晴
れの国ブルースカイ事業」に取り組んでいます。
その結果、令和６（2024）年は事業実施前の令和元（2019）
年と比べ、対象地域での野焼き面積が約５割減少し、ＰＭ2.5
の環境基準達成率も改善が見られました。

ＰＭ2.5環境基準達成率（※）指標

光化学オキシダントが高濃度になりやすい夏期には、岡
山県大気汚染防止夏期対策本部を設置し、監視体制の強
化、注意報等の発令情報をお知らせするメール配信サービ
スへの登録の周知などに取り組んでいます。

大気汚染防止夏期対策の実施

オキシダント情報等メール配信登録者数指標

令和６（2024）年度、県内13地点で国が定める優先取組
物質等22物質の測定を行ったところ、環境基準が定められ
ている４物質は全地点で環境基準を達成しました。

有害大気汚染物質対策の推進

有害大気汚染物質等の環境基準
及び指針値達成項目の割合

指標

※当該年度を含む過去3年間の加重平均値

主な重点プログラムの進捗状況主な重点プログラムの進捗状況

排ガスの濃度検査の様子

光化学オキシダントとは?
○自動車の排気ガスや工場の煙などに

含まれる物質が、 太陽の強い紫外
線により「光化学オキシダント」に
変化します。

○「光化学オキシダント」の濃度が高く
なると、目がチカチカしたり、のどが
痛くなったりすることがあります。
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大気環境を保全するため、工場・事業場の指導をはじめ、PM2.5対策、騒音・振動・悪臭
の防止、アスベストやダイオキシン類などの有害化学物質による環境汚染防止、環境放射線
の監視など、様々な対策を講じます。

■光化学オキシダント濃度（指標※）の推移 ■微小粒子状物質（ＰＭ2.5）濃度の推移

安
全
・
安
心
な
生
活

環
境
の
保
全
と
創
出
①

基本
目標
基本
目標

ⅢⅢ

※光化学オキシダントの環境改善効果を適切に示すための指標（光化学オキシダント
濃度８時間値の日最高値の年間99％タイル値の３年平均値（当該年度を含む過去3
年間の値から算出））

県内の大気環境の状況は、硫黄酸化物や窒素酸化物など、代表的な大気汚染物質は環
境基準を達成していますが、光化学オキシダントや微小粒子状物質（PM2.5）は、環境
基準が未達成又は継続的な達成までには至っていない状況です。これに対し、県ではメー
ル配信による情報提供や、稲わら等の野焼きを減らす取組を進めていますが、これまで
の取組と併せてなお一層の推進が必要です。
また、有害化学物質による環境汚染や人への影響を防ぐため、環境中の存在状況の把

握や排出量の削減などが必要です。

現状と
課題

おかやま環境レポート2025
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H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

河川達成率(BOD) 海域達成率(COD) 湖沼達成率(COD)
(2024)

岡山県は、高梁川、旭川、吉井川の三大河川や美しい瀬戸内海など恵まれた水環境を有し
ています。県では、工場への指導や生活排水対策などにより、良好な河川水質の維持、児島
湖や瀬戸内海の保全・再生、川や海の生態系の保全など、様々な対策を講じます。

■県内公共用水域の環境基準達成率（ＢＯＤ・ＣＯＤ）の推移

安
全
・
安
心
な
生
活

環
境
の
保
全
と
創
出
②

基本
目標
基本
目標

ⅢⅢ

県内の水環境の状況は、河川のBODはほとんどの水域で環境基準を達成しています
が、海域のCODは40％前後で推移しています。また、児島湖のCODは、近年は横ば
い傾向で、環境基準の達成には至っていません。一方で、瀬戸内海の栄養塩類の管理な
ど新たな課題もみられています。
こうした状況を踏まえ、これまでの対策を継続しつつ、児島湖のイメージ改善の取組

や瀬戸内海の藻場の再生など、新たな視点やアイデアを取り入れながら対策を進めてい
ますが、なお一層の推進が必要です。

現状と
課題
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93.3％
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策定時 現況
努力
目標

87.3％
89.5％
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R元
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R6
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R6
(2024)

策定時 現況
努力
目標

8.1mg/L8.2mg/L
7.2mg/L

R元
(2019)

R6
(2024)

R6
(2024)

策定時 現況
努力
目標

5回

4回

5回

R元
(2019)

R6
(2024)

R6
(2024)

策定時 現況
努力
目標

カネヒラ

児島湖流域清掃大作戦

●児島湖に生息する生物

マガモ

ウナギ

テナガエビ
児島湖ハンドブック

私たちの家庭から出る生活排水は、川や海などの水質汚
濁の大きな要因となっています。
県では、クリーンライフ100構想などに基づき、下水道
や合併処理浄化槽などの整備を進めるとともに、下水道へ
の接続促進を呼びかけるほか、浄化槽の適正な管理、家庭
でできる生活排水対策の啓発などに取り組んでいます。

法・条例に基づき、特定施設等を設置する工場・事業場
への立入検査を行い、施設の設置状況や排水の濃度検査を
行っています。
検査の結果、基準違反が確認された場合には、厳正な指
導を行っています。

工場・事業場対策の推進
（水環境の保全）

生活排水対策の推進

工場・事業場の排水基準適合率指標 汚水処理人口普及率指標

閉鎖性水域である児島湖は、流域の都市化などにより水質
汚濁が問題となり、下水道の整備などにより水質は緩やかに
改善されてきましたが、近年は横ばい傾向にあります。
従来からの環境保全対策に加え、児島湖に生息するテナ
ガエビなどの児島湖の水質浄化に資する生物の増殖など、
実際の水質以上に「汚い」という児島湖のイメージを改善
する事業にも取り組みました。

児島湖再生の推進
自然海浜は、レクリエーションや憩いの場として多くの
人が利用しており、快適な状態で保全されるよう、条例に
基づく規制を行うとともに、環境美化活動や環境学習の場
として活用するなど、海浜の保全の必要性について啓発を
行っています。

沿岸域の環境の保全、再生及び創出

児島湖の水質（ＣＯＤ）指標
自然海岸を活用した環境学習の回数指標

汚水処理施設の種類と概念図（出典：国土交通省ホームページ）

主な重点プログラムの進捗状況主な重点プログラムの進捗状況

94%
100% 97% 97% 100% 100% 97% 94% 97% 97%
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40% 40% 40% 40% 40% 40% 40% 40%

0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0%
0%
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80%

100%

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

河川達成率(BOD) 海域達成率(COD) 湖沼達成率(COD)
(2024)

岡山県は、高梁川、旭川、吉井川の三大河川や美しい瀬戸内海など恵まれた水環境を有し
ています。県では、工場への指導や生活排水対策などにより、良好な河川水質の維持、児島
湖や瀬戸内海の保全・再生、川や海の生態系の保全など、様々な対策を講じます。

■県内公共用水域の環境基準達成率（ＢＯＤ・ＣＯＤ）の推移

安
全
・
安
心
な
生
活

環
境
の
保
全
と
創
出
②

基本
目標
基本
目標

ⅢⅢ

県内の水環境の状況は、河川のBODはほとんどの水域で環境基準を達成しています
が、海域のCODは40％前後で推移しています。また、児島湖のCODは、近年は横ば
い傾向で、環境基準の達成には至っていません。一方で、瀬戸内海の栄養塩類の管理な
ど新たな課題もみられています。
こうした状況を踏まえ、これまでの対策を継続しつつ、児島湖のイメージ改善の取組

や瀬戸内海の藻場の再生など、新たな視点やアイデアを取り入れながら対策を進めてい
ますが、なお一層の推進が必要です。

現状と
課題

おかやま環境レポート2025
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人と自然が共生した社会を目指し、自然公園の保護や魅力向上による利用促進、希少野生
動植物など野生生物の保護と管理、体験や学習等を通じた自然とのふれあいの推進、里山の
保全やみどりの創出など、本県の豊かな自然や優れた景観を守り、親しみ、次代へつないで
いく取組を進めます。

氷ノ山後山那岐山国定公園 瀬戸内海国立公園

ツキノワグマ エヒメアヤメ

自
然
と
共
生
し
た

社

会

の

形

成

基本
目標
基本
目標

ⅣⅣ

　本県には豊かな自然環境があり、多くの野生生物を育むとともに、県民に安らぎと潤
いを提供しています。近年、多くの野生生物が絶滅の危機にある一方で、イノシシやニ
ホンジカなどが農林水産業に大きな被害を与えているほか、ツキノワグマが人里に出没
し、人身被害発生も懸念されており、安全・安心のもとで、人と自然の共生関係を構築
していくことが求められます。

現状と
課題

11



96.6％

92.7％

100％

R元
(2019)

R6
(2024)

R6
(2024)

策定時 現況
努力
目標

28,636人

47,908人

30,000人

H28～R元
平均値

R3～R6
平均値

R6
(2024)

策定時 現況
努力
目標

32,438人
30,626人

40,000人

R元
(2019)

R6
(2024)

R6
(2024)

策定時 現況
努力
目標

県ホームページでは、瀬戸内海国立公園、
大山隠岐国立公園をはじめとした自然公園、
中国自然歩道等を紹介しています。

岡山県の自然公園

少花粉スギ品種の枝少花粉スギ品種の枝

一般的なスギ品種の枝一般的なスギ品種の枝

自然公園等の魅力向上に向けた取組
優れた自然景観を保護する自然公園等は、レクリエー
ションや自然教育の場としても利用されています。
休憩所、遊歩道など公園施設の維持管理に努めるととも
に、国の「国立公園満喫プロジェクト」と連携し、魅力向
上や利用促進を図っています。
令和６（2024）年度は、瀬戸内海国立公園指定90周年を

記念して、白石島での魅力体験ツアー等を開催しました。

森林の整備による快適な環境の保全
利用期を迎えた人工林において、主伐や利用間伐とあわ
せて、伐採跡地に少花粉苗木による再造林を推進していま
す。
木材を利用することは、地球温暖化防止や森林の保全・整
備につながることから、県産材の利用を促進しています。

自然公園利用者数指標

少花粉スギ・ヒノキ苗木による植替え割合指標

自然とふれあえる体験の場や機会の充実
訪れる人が安全で快適に自然公園や中国自然歩道を利用
できるように、施設の整備や維持管理を行うとともに、パ
ンフレットや県ホームページで情報提供を行い、自然とふ
れあえる体験の場や機会の充実を図っています。

自然環境学習等の推進
県自然保護センターでは、優れた里山環境を活用し、自
然観察会や、一般研修会の開催、講師派遣、自然学習リーダー
養成講座による人材育成に取り組んでいます。

身近な自然体験プログラムの参加者数指標 自然保護センターの利用者数指標

主な重点プログラムの進捗状況主な重点プログラムの進捗状況

自然保護センターのタンチョウ

1,100万人1,092万人
1,210万人

H30
(2018)

R6
(2024)

R6
(2024)

策定時 現況
努力
目標

人と自然が共生した社会を目指し、自然公園の保護や魅力向上による利用促進、希少野生
動植物など野生生物の保護と管理、体験や学習等を通じた自然とのふれあいの推進、里山の
保全やみどりの創出など、本県の豊かな自然や優れた景観を守り、親しみ、次代へつないで
いく取組を進めます。

氷ノ山後山那岐山国定公園 瀬戸内海国立公園

ツキノワグマ エヒメアヤメ

自
然
と
共
生
し
た

社

会

の

形

成

基本
目標
基本
目標

ⅣⅣ

　本県には豊かな自然環境があり、多くの野生生物を育むとともに、県民に安らぎと潤
いを提供しています。近年、多くの野生生物が絶滅の危機にある一方で、イノシシやニ
ホンジカなどが農林水産業に大きな被害を与えているほか、ツキノワグマが人里に出没
し、人身被害発生も懸念されており、安全・安心のもとで、人と自然の共生関係を構築
していくことが求められます。

現状と
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108人

159人

130人

R元
(2019)

R6
(2024)

R6
(2024)

策定時 現況
努力
目標

27,593人
23,425人

20,000人

R元
(2019)

R6
(2024)

R6
(2024)

策定時 現況
努力
目標

環境保全の取組が、分野や業種、世代や立場を越え
たあらゆる主体の参加と協働のもとで進められるよう、
体験型の環境学習や環境教育のさらなる充実をはじめ、
それらを担う指導者の育成や、関係者間の連携・ネット
ワークの場の提供、地域活動等の自主的な取組への支援
など、担い手づくりに取り組みます。

環境学習の機会の提供
環境保全等のため自ら行動できる人材を育成するため、
講師を派遣し、様々な体験を通じて環境について学ぶ環境
学習出前講座や、見学・体験型の環境学習エコツアーを実
施しています。令和３（2021）年度からは、自宅のパソコン
で学習できるオンラインエコツアーも実施しました。
令和６（2024）年度は、出前講座を341回実施し、エコ

ツアーには2,218名の参加がありました。

環境学習指導者の育成・活用
地域における環境学習の指導者のスキルアップや人材育
成・確保のため、環境団体の環境学習指導者などを対象
に、基礎・専門講座を行うとともに、指導者登録などを
行っています。

環境学習出前講座・
環境学習エコツアー
参加人数

指標

環境学習指導者登録数指標

環境の未来を支える担い手づくり
横断的
な視点
横断的
な視点ⅠⅠ

環境学習出前講座 環境学習エコツアー

主な重点プログラムの進捗状況主な重点プログラムの進捗状況

環境保全の取組を進める上で、あらゆる主体の積極的な関わりが不可欠であり、県で
は、“参加と協働” の場の提供や、環境学習などを通じた意識の醸成などに取り組んで
きました。
今後は、指導者の育成や関係者間のネットワークづくり、県民の関心が高い情報の発

信などにも、積極的に取り組むことが求められます。

現状と
課題
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372品目 350品目
380品目

R元 R6
(2024)

R6
(2024)(2019)

策定時 現況
努力
目標40件

60件

55件

R元
(2019)

R6
(2024)

R6
(2024)

策定時 現況
努力
目標

循環型産業クラスターの形成
産学官で構成する中四国ビジネスネット（B-net）を活用
し、企業や大学等の技術シーズと企業ニーズとのマッチン
グ等により、中四国地域を視野に入れた環境産業の振興と
循環型社会の形成促進に取り組んでいます。

「岡山県エコ製品」の認定・周知
県内で製造されている使用を促進すべきリサイクル製品
であって、県が定める認定基準を満たした製品を「岡山県
エコ製品」として認定・公表するとともに、これらの製品
を積極的に展示・PRし、県内におけるグリーン購入等の普
及拡大に努めています。循環型産業クラスター形成促進事業を

活用した製品開発等への取組件数
指標

岡山県エコ製品の認定品目数指標

世界の潮流や全国的な動きも捉えながら、県内におい
ても、経済の成長・発展と環境の保全の両立が図られる
よう、環境関連分野の新技術や研究開発に取り組む事業
者への支援や、環境と好循環する農林水産業の振興、環
境負荷の少ない経営や製品を認証・認定する制度の普及
促進などの取組を進めます。

中四国環境ビジネスネット 

岡山県エコ製品

環境の未来を創る経済振興
横断的
な視点
横断的
な視点ⅡⅡ

主な重点プログラムの進捗状況主な重点プログラムの進捗状況

環境保全は、経済成長や産業振興と同時に進められることが重要であり、県では、産
学官連携による環境負荷の少ない製品開発やリサイクル製品の認定などに取り組んでき
ましたが、伸び悩んでいる取組もみられています。
今後、環境と経済が両立する社会の構築に向け、これまでの取組を工夫することや、

さらなる意識改革、効果的な施策の展開が求められます。

現状と
課題
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環境保全の取組が、分野や業種、世代や立場を越え
たあらゆる主体の参加と協働のもとで進められるよう、
体験型の環境学習や環境教育のさらなる充実をはじめ、
それらを担う指導者の育成や、関係者間の連携・ネット
ワークの場の提供、地域活動等の自主的な取組への支援
など、担い手づくりに取り組みます。

環境学習の機会の提供
環境保全等のため自ら行動できる人材を育成するため、
講師を派遣し、様々な体験を通じて環境について学ぶ環境
学習出前講座や、見学・体験型の環境学習エコツアーを実
施しています。令和３（2021）年度からは、自宅のパソコン
で学習できるオンラインエコツアーも実施しました。
令和６（2024）年度は、出前講座を341回実施し、エコ
ツアーには2,218名の参加がありました。

環境学習指導者の育成・活用
地域における環境学習の指導者のスキルアップや人材育
成・確保のため、環境団体の環境学習指導者などを対象
に、基礎・専門講座を行うとともに、指導者登録などを
行っています。

環境学習出前講座・
環境学習エコツアー
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な視点
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な視点ⅠⅠ

環境学習出前講座 環境学習エコツアー

主な重点プログラムの進捗状況主な重点プログラムの進捗状況

環境保全の取組を進める上で、あらゆる主体の積極的な関わりが不可欠であり、県で
は、“参加と協働” の場の提供や、環境学習などを通じた意識の醸成などに取り組んで
きました。
今後は、指導者の育成や関係者間のネットワークづくり、県民の関心が高い情報の発

信などにも、積極的に取り組むことが求められます。
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